
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は何の日 !? 
11月8日は「いい歯の日」 
自分で歯みがきをする子も増えてきたと

思います。自分でみがける子でも、最後

はきちんと仕上げみがきをしてあげまし

ょう。歯みがきを苦手とするお子さまは、

おうちで歯みがきカレンダーをつくるな

ど、歯みがきに興味を持たせるところか

ら始めます。歯みがきができたらカレン

ダーにシールを貼ったり、スタンプを押

してあげましょう。 

11月12日は「皮膚の日」 
空気の乾くこの時期は皮膚がカサカ

サになったり、かゆくなったりと乾

燥肌が気になります。タオルでゴシ

ゴシと強くこすらず、お風呂上がり

には保湿クリームを塗りましょう。 

きれいにみがけ

ているかの歯み

がきチェックや

仕上げみがきは

虫歯予防のため

に行うようにし

てください。 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 ★ 2 ★ 

3 ★ 4 ★ 5 ★ 6 ★ 7 ★ 8 ★ 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

11月9日は「換気の日」 
「いい空気」と読ませることから換気の日と言われていま

す。暖房器具を使用中に換気が不十分な状態が続くと一酸化

炭素中毒で意識を失うこともあります。空気（風）の通り道

をつくり、１時間に１回、５分程度の換気を心がけましょう。 

2020 年 

10 月 30 日 

座間ゆめっこ 

保育園 

11 月になり、葉っぱの色が赤から黄色へと美しく色づき始めました。 

秋は寒暖の差がとても激しい季節です。朝晩の外出の時には、羽織れるの物を持って温度調節が

できるようにしたいですね。また、冬は様々な感染症が流行する季節でもあります。本格的な冬が

来る前に生活リズムや服装、食生活などを見直し、感染症を予防しましょう。 

ほけんだより 11 月号 

 

部屋の中を温め過ぎると、空気が乾燥し、具合の

悪くなる子が出てきます。設定温度はあまり高くせ

ず、なるべく足元を中心に温め、上半身は温め過ぎ

ないようにしましょう。 

また、１時間に１回は窓を開けて空気の入れ替え

を行い、加湿器などで部屋の湿度を保ちましょう。

加湿器がなくても、室内に洗濯物を干したり、コッ

プ一杯の水を暖房器具の近くに置いたりすること

で、部屋が乾燥しにくくなります。 

 

室温管理と 

換気のお話 

窓を開けて空気の入れ替えをしましょう 

暖房器具によるやけどに要注意！ 

冬場のやけど事故から子どもを守りましょう 

暖房器具によるやけど事故は、ストーブ・ヒーターの他、こたつ・加湿器・湯たんぽ・電気あんかなどもやけど事故の
原因となるそうです。 

これから寒さ厳しい冬がやってきます。使い捨てのカイロなどの防寒アイテムが欠かせない季節ですが、「暖かくて
ちょうど良い」と感じられる温度でも、同じ部位を長い時間温めていると低温やけどを起こす場合があります。どのよう
なことに注意して対策をしていけば、やけど事故から子どもを守ってあげられるのでしょうか。 

電気ケトルを倒して 

熱湯がかかって 

しまった 
様々なやけど事故の起きやすい状況 

加湿器の蒸気が 

出る部分に手を 

置いてしまった 

石油ストーブに 

つかまり立ちをして 

やけどをした 使い捨てカイロを

貼ったまま 

寝てしまった 

フタが緩んだ 

湯たんぽから熱湯が 

漏れてしまった 食卓の火がついている 

鍋料理の鍋に 

触れてしまった 

炊飯器から出る蒸気に 

触れてしまった 

ホットカーペットで 

寝てしまった 

ストーブやヒーターなどの暖房器具によるやけど事故を防ぐには、子どもの手
の届くところに熱源を置かないことが基本です。子どもは何でも触って確かめ
ようとするので、周囲の大人たちが配慮をしてやけど事故を防ぎましょう。 

自宅にいるときだけでなく、帰省先や外出先など、普段とは違う環境下で起こるやけど事故も少なくありません。
自宅以外で起こる可能性も改めて認識しておきましょう。 


